
（参考５）

チチュウカイミバエについて

英名：Mediterranean fruit fly
学名：Ceratitis capitata

体長４．５～５．５ｍｍ位の小型のハエの一種で、かんきつ類、パパイヤ、マ

ンゴウ等の生果実の大害虫として知られている。

この虫が果実に寄生すると腐敗・落果し、ひどい場合には収穫皆無となる。

【発 生 地 域】

トルコ、ヨーロッパ、中南米、アフリカ、オーストラリア、ハワイ等

【主な寄主植物】

かんきつ類、りんご、パパイヤ、マンゴウ、ぶどう等


